
夕

���
���������		

�

�

�

�

�

�

�

�

	


		

	�

	�

	�

�

★
分
古

は
分
古

野

　
朝

★
野

★
★

★
は
分

夕

朝
野

※
　

★
★

★
分
古

★
野

	

	�

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

【2004岩倉の風景●昼顔と姫女　】 
　昼顔と姫女　、いずれも道端や線路脇の草むらによく

見られる。昼顔は、古くからわが国に自生し、姫女　は

北米大陸から帰化した雑草で、北島町の自然生態園にも

咲いている。  

　姫女　は、まっすぐに延びた茎の上に真白に咲く花 

 

 

の清楚で清逸な姿は、この名にふさわしい。 

　昼顔は、夏の真昼に淡い紅色の花をいくつも咲かせ、

かわいらしく、雑草と片付けられない愛すべき花々であ

る。 

　昼顔の茎や葉は、以前利尿薬として利用されていた。 

 

　　　　　　　　　　　　　日本画家　　大野幹彦 ●発行/岩倉
〒482-86
☎０５８７-６６
●編集/総務
●毎月2回
●岩倉市ホ
http://ww

岩倉市の人
            男
            女
          世
             

★印は保健
休日急病診
岩倉市のホ
万歩計貸し
交付は毎週
※毎週金曜
発行業務を

救
　
　
　
受
　
消
　

せいいつ 

市の花／つつじ 

ひる   がお ひめ   じょ   おん 



悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

市政の窓 �

�

暮らしのガイド ��

市民映画劇場を開催します　　  …４  
情報公開制度　　　　　　　   …４ 
小学生夏休み歯みがき教室　　 …５ 
自然生態園ザリガニ釣り大会　　…５ 
灘久美子さんのキューバコラム　 …５ 
古紙や古着は分けて資源にしましょう …６  
下水道受益者負担金納付書を送付します…７ 
高額療養費受領委任払い制度を始めます…７ 
指名競争入札結果　　　　　   …７ 
消費生活講座「塩について学ぼう」…８ 
自然生態園せみの羽化と夜の観察会…８ 
地域交流センターふれあい交流会…８ 
高脂血症予防の栄養教室　　   …８ 
ストップ・ザ交通事故 
高めようモラル守ろうルール 
夏の交通安全県民運動　　　   …８ 
七宝焼講習会　　　　　　　   …９ 
防災ボランティアコーディネーター養成講座…９ 
みどりの家ミニミニコンサート　　  …９ 
「法話・坐禅体験教室」を開催します…９ 
市民スペース 
市民ギャラリー情報 　　　　  　…９  
 

手続き ��

国民年金保険料の申請免除制度 
国民健康保険税の減免制度 
家屋を取り壊した人は届け出を 
家屋調査にご協力を 
催し ��

あゆみの家講演会 
 募集 ��

基本健康診査パート職員 
「森とのふれあい体験プログラム」参加者 
放送大学学生 

相談・その他 ��

教育相談 
愛・地球博　ここが見どころ 
愛知県介護支援専門員実務研修受講試験 
青少年の非行問題に取り組む県民運動（夏期） 
図書館ニュース 
不用品データバンク 
なんでも労働相談会 
子育て相談 
市民相談 
献血にご協力を　　　　　　　　　ほか 
 

裏表紙 

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
子
育
て
を
す
る
こ

に
子
育
て
の
援
助
を
し
た
い
人
（
援
助
会 

ファミリー・サポート・センター 
を利用しませんか 

五条川小学校が環境省から表彰・動 
物ふれあい教室・南小児童が環境セ 
ンター見学 

フォトニュース 

裏表紙 ぶらりいわくら再発見 
川井町かいわい 

曽野小学校 
��

��

��

��

学校通信 

タイの王様　ラーマ九世 
サワディー 
岩倉北野球スポーツ少年団 
 

～禁煙の輪が広がっています～ 

スポーツ大好き！ 

��保健師すこやか日誌 

��市民のひろば・いわくらネットワーク 
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の
ま
ち
で
す 

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
子
育
て
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
、
よ
り
よ
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
、

「
岩
倉
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」

が
あ
り
ま
す
。
　 

　
こ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
お
互
い
に
助
け
合
う
会
員
組
織

で
す
。
子
育
て
で
ち
ょ
っ
と
お
困
り
の
お
母
さ
ん
、

ぜ
ひ
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

　
ま
た
、
子
育
て
の
助
け
合
い
に
参
加
で
き
る
人

も
募
集
中
で
す
。 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
と
は
？ 

　
子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
人
（
依
頼
会
員
）

に
子
育
て
の
援
助
を
し
た
い
人
（
援
助
会 

員
）
を
紹
介
し
、
会
員
同
士
で
一
時
的
な 

子
育
て
の
援
助
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
、 

子
育
て
の
環
境
を
つ
く
る
組
織
で
す
。 

ど
ん
な
人
が
？ 

★
依
頼
会
員
…
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
０ 

歳
（
生
後
４３
日
以
降
）
か
ら
小
学
６
年
生 

以
下
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人 

★
援
助
会
員
…
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
２０ 

歳
以
上
の
心
身
と
も
に
健
康
な
人
。
資
格 

や
経
験
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。 

ど
ん
な
時
？ 

・
急
な
家
族
の
看
護
や
冠 

婚
葬
祭
で
子
ど
も
の
世
話 

が
で
き
な
く
て
… 

・
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、 

一
日
の
う
ち
数
時
間
だ
け 

○
○
資
格
取
得
に
チ
ャ
レ 

ン
ジ
し
た
い
！
　
ま
た
、 

趣
味
を
楽
し
む
時
間
が
ほ 

し
い
。 

・
仕
事
の
都
合
で
、
保
育 

園
や
幼
稚
園
へ
送
り
迎
え 

が
で
き
な
い
。
　
な
ど 

利
用
は
？ 

　
援
助
会
員
お
よ
び
依
頼
会
員
は
、

講
習
を
受
け
て
会
員
登
録
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
後
、
依
頼

会
員
は
子
ど
も
を
預
か
っ
て
ほ
し

い
時
、
セ
ン
タ
ー
を
利
用
で
き
ま

す
。 

報
酬
は
？ 

★
月
〜
金
曜
日
午
前
７
時
〜
午
後
８
時
…
１
人
１

時
間
７
０
０
円 

★
前
記
以
外
の
時
間
帯
と
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
・
年
始
…
１
人
１
時
間
８
０
０
円 

●
問
合
先
　
岩
倉
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
児
童
課
内
☎
３
８
―
５
８
１
０
）
ま

で
。 

 

 

ファミリー・サポート・センターのしくみ 

ファミリー・サポート・センター 
のアドバイザー（職員） 

①援助依頼の 
　申し込み 

②援助協力の 
　依頼 

③事前打合せ・相互援助活動 

活動終了後、報酬の授受 

依頼会員 援助会員 

あなたの子育てを応援します！ 

平成16年7月1日 33



　
岩
倉
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
民
映
画
劇
場
を

開
催
し
ま
す
。 

　
今
回
は
、
太
平
洋
戦
争
で
長
崎
に
原
爆
が
落
ち

る
直
前
ま
で
の
日
常
を
描
い
た
映
画
で
す
。  

　
入
場
料
は
無
料
で
す
が
、
入
場
整
理
券
が
必
要

で
す
。 

　
ご
家
族
、
お
友
だ
ち
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
７
月
１７
日
　
午
前
９
時
３０
分
開
場
、
午

前
１０
時
上
映
（
上
映
時
間
は
２
時
間
５
分
）  

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル 

●
上
映
映
画
　
¬
美
し
い
夏
キ
リ
シ
マ｣  

★
内
容
…
宮
崎
県
霧
島
を
舞
台
に
、
美
し
い
自
然

に
囲
ま
れ
た
片
田
舎
の
人
々
の
機
微
を
描
い
た
作

品
で
す
。
あ
か
ら
さ
ま
な
戦
争
風
景
を
描
か
ず
、

爆
撃
で
親
友
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
心
の
病
を

患
っ
た
少
年
の
苦
悩
や
、
戦
争
の
背
景
で
苦
し
む

人
々
の
姿
を
繊
細
に
、
あ
た
た
か
く
描
い
て
い
ま

す
。 

              

入
場
整
理
券
配
布 

●
と
き
　
７
月
１０
日
　
午
前
９
時
〜
　
　
　
　  

●
と
こ
ろ
　
公
民
館
（
先
着
順
、
入
場
整
理
券
１ 

枚
に
つ
き
２
人
ま
で
入
場
可
） 

●
問
合
先
　
公
民
館
（
☎
３
７
―
０
２
５
７
）
ま

で
。  

　 

        　
岩
倉
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
「
知
る
権
利
」

を
保
障
す
る
た
め
、
情
報
公
開
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
制
度
は
、
皆
さ
ん
の
知
り
た
い
情
報
（
岩

倉
市
が
作
成
ま
た
は
取
得
し
た
公
文
書
）
を
公
開

す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
政
へ
の
理
解
、
認
識
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
信
頼
関
係
を
増
進
す
る
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。 

●
情
報
公
開
の
基
本
四
原
則 

①
岩
倉
市
に
関
す
る
情
報
は
、
公
開
を
原
則
と
し
、

非
公
開
と
す
る
情
報
は
、
必
要
最
小
限
と
し
ま
す
。 

②
個
人
に
関
す
る
情
報
は
、
最
大
限
保
護
し
ま
す
。 

③
情
報
の
公
開
を
拒
否
さ
れ
た
場
合
、
公
平
な
第

三
者
的
機
関
に
よ
る
救
済
制
度
を
保
障
し
ま
す
。 

④
情
報
は
、
速
や
か
に
公
開
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

●
公
開
対
象
と
な
る
も
の
　
文
書
・
帳
票
・
図
画
・

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
の
一
切
の
情
報
で
、
岩

倉
市
が
保
管
ま
た
は
、
管
理
し
て
い
る
も
の
。 

●
費
用
負
担 

★
閲
覧
…
無
料 

★
公
文
書
の
写
し
…
１
枚
に
つ
き
１０
円 

★
公
文
書
の
写
し
の
証
明
…
１
件
に
つ
き
２
０
０

円 ★
郵
送
の
場
合
…
郵
便
料
金
を
加
算 

●
適
正
使
用
　
公
開
さ
れ
た
情
報
は
、
制
度
の
趣

旨
に
沿
っ
て
正
し
く
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
公
開
を
拒
否
さ
れ
た
場
合
の
救
済
　
公
開
請
求

に
対
す
る
決
定
に
不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

平
成
１５
年
度
の
情
報
公
開
運
営
状
況 

★
情
報
公
開
を
請
求
さ
れ
た
件
数
…
３
件 

★
情
報
公
開
の
可
否
の
件
数
…
全
部
公
開
３
件 

★
不
服
申
し
立
て
の
件
数
…
０
件 

●
問
合
先
　
行
政
課
行
政
係
（
☎
３
８
―
５
８
０

４
）
ま
で
。  

（土） 

（土） 

第
４３
回 

市
民
映
画
劇
場
を
開
催
し
ま
す 

知
る
権
利
を
保
障
し
て
い
ま
す 

情
報
公
開
制
度 

《２００３年度 第７７回キネマ旬報ベスト・テン》日本映画第１位・監督賞・新人男優賞《２００３年度日本映画ペンクラブ会員選出ベスト５》日本映画部門第１位 
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●
市
政
の
窓
●
 

メ
ダ
マ
ク
リ
ッ
プ 

（
小
） 

争
風
景

描

爆
撃
で
親
友
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
心
の
病
を

  

非
公
開
と
す
る
情
報
は
、
必
要
最
小
限
と
し
ま
す
。 

４
）
ま
で
。  

（金） 

（土） 

愛・地球博一市町村一国フレンドシップ事業 
在キューバ日本国大使館派遣員 

灘久美子さんのキューバコラム（第６回） 
なだ　く　　み　   こ 

　今回は、実際にキューバ人がどのような生活をしているか
少しお伝えしたいと思います。 
　社会主義国家キューバでは、基本的な食糧配給、医療、教
育がすべての国民に行き渡っていると言われています。すべ
ての子どもが同じように制服を着て学校に行き、すべての家
庭が食糧の配給手帳を持っています。ただし、食糧配給は最
低限のお米、豆、卵、じゃがいもなどに限られていて、平均
月収が約１，５００円から２，０００円のキューバ人にとっ
ては、配給所以外の市場で購入しなければならない豚肉など
は少しぜい沢なものになります。キューバ人の生活は本当に
質素なものです。 
　しかし、近年キューバでは、個人営業の認可の拡大やドル
所有の認可などによる所得格差が広がりつつあり、観光客に
接することができるホテルのボーイやレストランのウェイト
レス、個人営業の部屋貸し、レストランなどを行う人々、外
国企業で働く人々など、月々数百ドルを稼ぐ人も出てきてい
ます。 
　だからといって、彼らがとても豊かな暮らしをしていると
いうわけでもありません。というのも、キューバでは配給さ
れる必要最低限の物資以外は、ほとんどがドルで販売されて
いて、その物価が決して安くないからです。 
　例えば、平均並みの稼ぎの人は缶ビールや、チョコレート

などのお菓子、シャンプーなどですら簡単には買うことがで
きませんが、数百ドル稼いでいるキューバ人も、そういった
物は買うことができても、電化製品などを自由に購入できる
わけではありません。洗濯機やＣＤプレーヤーを購入するに
しても、キューバでは製造されていないので、日本製などの
輸入品を買わなければいけないからです。決してぜい沢な暮
らしができるわけではなく、ようやく人並みの生活をしてい
るように感じます。 
　このような状況の中で、近年、学校の教師や医師という月
々２，０００円程度しか稼ぐことのできない公務員が、職を
離れるケースが増えてきています。ドルを稼ぐために、教師
がメイドとして働いたり、診察のない時間を利用して大道芸
人として働いている医師もいるという話をしばしば耳にしま
す。 
　陽気にいつも笑顔で
暮らしているように見
えるキューバ人は、本
当は質素な生活の中で
乏しいものをお互いに
分かち合いながらたく
ましく生きているとつ
くづく感じます。 

小
学
生 

夏
休
み
歯
み
が
き
教
室 

自
然
生
態
園 

ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
大
会 

　
小
学
生
の
低
学
年
は
乳
歯
か
ら
永
久
歯
へ
生
え

変
わ
っ
て
い
く
時
期
で
す
。
子
ど
も
自
身
が
む
し

歯
予
防
に
関
心
を
も
ち
、
永
久
歯
を
む
し
歯
に
し

な
い
た
め
に
も
、
自
分
で
き
ち
ん
と
み
が
く
習
慣

を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
乳
歯
か
ら
永
久
歯
へ
の

生
え
変
わ
り
の
盛
ん
な
小
学
１
〜
３
年
生
を
対
象

に
夏
休
み
歯
み
が
き
教
室
を
行
い
ま
す
。 

●
と
き
　
７
月
２７
日
　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分
　

●
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

●
内
容
　
む
し
歯
予
防
の
話
、
Ｒ
Ｄ
テ
ス
ト
（
む

し
歯
菌
の
検
査
）
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、
歯
こ

う
染
め
出
し
な
ど 

●
対
象
　
小
学
１
〜
３
年
生
（
保
護
者
の
同
伴
可
） 

●
定
員
　
１５
人
（
先
着
順
） 

●
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
電
話
可
）
。 

※
７
月
２
日
　
か
ら
申
し
込
み
開
始
で
す
。   

●
持
ち
物
　
普
段 

使
っ
て
い
る
歯
ブ 

ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、 

タ
オ
ル 

●
申
込
・
問
合
先 

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
７
―
３
５
１
１
）
ま
で
。

　
自
然
生
態
園
の
ト
ン
ボ
池
で
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
大

会
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
釣
り
ざ
お
、
え
さ
は
、
各
自
持
参
し
て

く
だ
さ
い（
リ
ー
ル
、
テ
グ
ス
糸
は
禁
止
し
ま
す
）。 

           

●
と
き
　
７
月
２４
日
　
午
前
１０
時
〜
１１
時 

●
と
こ
ろ
　
自
然
生
態
園
（
北
島
町
） 

●
対
象
　
小
学
生
以
下
の
児
童 

●
定
員
　
３０
人 

●
申
込
方
法
　
環
境
保
全
課
環
境
啓
発
係
ま
た
は
、

自
然
生
態
園
ワ
ー
ク
ハ
ウ
ス
に
あ
る
申
込
書
を
利

用
す
る
か
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
啓
発
係
（
☎
３
８

―
５
８
０
８
）
ま
で
。  

（火） 

さ
お
（
１
㍍
く
ら
い
の
長
さ
が
よ
い
） 

タ
コ
糸
（
さ
お
の
長
さ
に
す
る
） 

え
さ
を
は
さ
む 

（
え
さ
は
す
る
め
な
ど
） 

釣りざおの作り方 

《２００３年
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Ａ　古紙は、①古新聞（折込チラシの混入可）②ダンボール③古雑誌と雑がみ（お菓子の
　箱など紙製容器やパンフレット類など）④牛乳パックの４種類に分けて出してください。 
　　古着類は、洗って乾かしてから十文字にしばって出してください。ボタンやファスナ
　ーは付けたままで、靴下やネクタイ、下着類など小さなものも、タオルやシーツなどの
　布類も一緒に古着類として出していただけます。 

Ａ　雨の日でも出していただけますが、できれば次の実施日に繰り延べるなど、ご配慮い
　ただきますようお願いします。特に、古着類はぬれると資源になりません。雨の日に出
　す場合は透明な袋に入れて出してください。なお、子ども会など地域の廃品回収は、実
　施される団体の決定に従ってください。 

Ａ　名刺サイズ以上の紙なら資源になります。ビニールなどは取り除き、「雑がみ」として
　紙の手下げ袋などに入れてひとまとめにし、古雑誌と同じ所に出してください。 

Ａ　写真、感熱紙、カーボン紙、アルミやビニールが貼ってあるなど、紙以外の物が加工し
　てある場合は紙にリサイクルできません。表紙に貼られた布や革、ﾌｧｲﾙの金具類なども
　同様です。これらは取り除いてごみとして処分してください。 

Ａ　洗ってないもの、ぬれているもの、雨合羽などビニール製のもの、座布団、掛敷布団、
　ぬいぐるみ、まくらなど中綿が入ったものは資源になりません。カーペット、マットレス、
　スリッパ、帽子、ベルトなども同様に資源になりません。これらは取り除いてごみとして
　処分してください。 

古
紙
や
古
着
は
分
け
て
資
源 

に
し
ま
し
ょ
う 

 な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
こ
の
工
事
は
、
岩
倉
市
が
指
定
し
た
指

●
古
紙
や
古
着
を
資
源
に 

　
ご
み
を
減
ら
し
、
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
す

る
た
め
に
、
古
紙
や
古
着
を
ご
み
に
し
な
い
で
資

源
と
し
て
分
け
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ご
み
と
し
て
出

さ
れ
る
と
、
市
は

収
集
し
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。 

●
分
け
れ
ば
資
源
、

ご
み
が
減
ら
せ
ま

す 　
平
成
１５
年
度
１

年
間
に
岩
倉
市
で

集
め
ら
れ
資
源
化

さ
れ
た
古
紙
・
古

着
類
は
、
２
千
４

２
２
㌧
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
量
は

平
成
１４
年
度
の
１

・
６
倍
、
１
年
間

に
市
民
一
人
当
た

り
約
５０
㌔
㌘
の
古
紙
・
古
着
類
を
資
源
に
し
た
計

算
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
隣
の
犬
山

市
や
江
南
市
で
は
、
市
民
一
人
当
た
り
７０
㌔
㌘
が

達
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
岩
倉
市

全
体
で
は
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
古
紙
・
古
着
類
が

ご
み
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
ま
す
。 

●
も
っ
と
古
紙
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し
ょ
う 

　
お
菓
子
の
包
み
紙
や
紙
製
容
器
（
紙
箱
）
、
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
紙
製
封
筒
、

カ
レ
ン
ダ
ー
、
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
…
こ
れ
ら
「
雑

が
み
」
は
み
ん
な
資
源
に
な
り
ま
す
。
今
は
ま
だ
、

ご
み
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
岩
倉

の
雑
が
み
を
資
源

に
変
え
ま
し
ょ
う
。

紙
の
手
下
げ
袋
な

ど
に
入
れ
て
メ
モ

用
紙
な
ど
細
か
な

紙
類
も
ひ
と
ま
と

め
に
し
、
古
雑
誌

と
同
じ
所
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

●
牛
乳
パ
ッ
ク
は
？ 

　
良
質
な
資
源
と

し
て
、
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
や
テ

ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ

ー
な
ど
に
再
生
さ

れ
ま
す
。
牛
乳
パ

ッ
ク
は
、
市
役
所 

（
市
民
窓
口
課
）
、
公
民
館
、
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
、
岩
倉
団
地
自
治
会
事
務
所
、
清
掃
事
務

所
に
出
し
て
い
た
だ
く
と
、
所
定
の
枚
数
で
記
念

品
と
交
換
し
て
い
ま
す
。 

●
み
ん
な
資
源
に
、
み
ん
な
で
リ
サ
イ
ク
ル 

　
夏
場
は
清
涼
飲
料
水
の
消
費
が
伸
び
る
な
ど
し

て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
缶
・
び
ん
類
の
排
出
が
増
え

ま
す
。 

　
「
燃
や
し
て
は
い
け
な
い
ご
み
」
に
混
ぜ
て
し

ま
っ
た
り
し
な
い
で
分
け
て
資
源
に
し
ま
し
ょ
う
。 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
生
活
環
境
係
（
清
掃
事

務
所
内
☎
６
６
―
５
９
１
２
）
ま
で
。  

  

古紙と古着は、廃品回収、分別収集、古紙と古着の日に資源として出すことができます 

古紙・古着類の出し方Ｑ＆Ａ
Ｑ　何種類に分けて出すの？ 

Ｑ　分別収集や古紙と古着の日に雨がふったらどうするの？ 

Ｑ　封筒やメモ用紙、お菓子の箱など細かい紙は？ 

Ｑ　出してはいけない紙類は？ 

Ｑ　出してはいけない古着類は？ 

雑がみを資源に！ 

 

２７日） 

０ 

６ 

６ 

１ 

８ 
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下
水
道
整
備
地
域
の
皆
さ
ん
へ 

下
水
道
受
益
者
負
担
金 

納
付
書
を
送
付
し
ま
す 

高
額
療
養
費
受
領
委
任
払
い 

制
度
を
始
め
ま
す 

　
岩
倉
市
で
は
、
公
共
下
水
道
の
整
備
が
進
ん
だ

地
域
か
ら
、
毎
年
「
受
益
者
負
担
金
賦
課
区
域
」

を
定
め
「
受
益
者
負
担
金
」
を
賦
課
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
の
賦
課
区
域
の
受
益
者
（
土
地
の
所
有

者
ま
た
は
、
建
物
の
所
有
者
な
ど
）
の
皆
さ
ん
に
、

７
月
１
日
付
け
で
納
入
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

内
容
を
お
確
か
め
の
う
え
、
納
期
限
ま
で
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
第
１
期
納
期
の
８
月
２
日
　
ま
で
に
５

年
分
ま
た
は
、
１
年
分
を
一
括
し
て
納
付
さ
れ
た

場
合
は
、
前
納
報
奨
金
の
制
度
に
よ
り
受
益
者
負

担
金
が
一
定
の
割
合
で
割
り
引
か
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
受
益
者
負
担
金
は
、
下
水
道
整
備
費
の
一
部
に

あ
て
る
貴
重
な
財
源
で
す
。
皆
さ
ん
の
納
付
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

受
益
者
負
担
金
制
度 

　
受
益
者
負
担
金
は
、
限
ら
れ
た
区
域
の
人
し
か

利
用
で
き
な
い
下
水
道
の
建
設
費
す
べ
て
を
、
税

金
で
ま
か
な
う
の
で
は
な
く
、
建
設
費
の
一
部
を

下
水
道
整
備
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
人
（
受
益

者
）
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。 

●
負
担
金
の
対
象
と
な
る
土
地
　
下
水
道
整
備
区

域
内
に
あ
る
土
地
は
、
す
べ
て
負
担
金
の
対
象
と

な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
宅
地
だ
け
で
な
く
、
空
き
地
や
駐
車
場
、

農
地
も
対
象
に
な
り
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
農
地
に
つ
い
て
は
、
宅
地
化
さ
れ
る

ま
で
徴
収
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

●
負
担
金
を
納
め
て
い
た
だ
く
人
　
受
益
者
負
担

金
を
納
め
て
い
た
だ
く
人
（
受
益
者
）
は
、
下
水

道
整
備
区
域
内
に
あ
る
土
地
の
所
有
者
で
す
。 

　
た
だ
し
、
そ
の
土
地
が
地
上
権
、
質
権
、
使
用

貸
借
ま
た
は
、
賃
貸
借
に
よ
る
権
利
が
あ
る
場
合

は
、
そ
の
権
利
者
が
受
益
者
と
な
り
ま
す
。 

●
負
担
金
の
額
　
受
益
者
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い

た
だ
く
負
担
金
の
額
は
１
平
方
㍍
当
た
り
４
５
０

円
に
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
受
益
者
負
担
金
は
そ
の
土
地
に
１
回
限

り
の
も
の
で
す
。 

●
負
担
金
の
納
付
方
法
　
５
年
に
分
割
し
、
さ
ら

に
１
年
を
４
回
に
分
け
て
２０
回
で
納
め
て
い
た
だ

く
「
分
割
納
付
」
と
、
各
年
度
の
第
１
期
の
納
期

に
負
担
金
を
全
額
ま
た
は
、
１
年
分
ま
と
め
て
納

め
て
い
た
だ
く
「
一
括
納
付
」
が
あ
り
ま
す
。 

　
一
括
納
付
さ
れ
ま
す
と
前
納
報
奨
金
が
交
付
さ

れ
ま
す
。 

●
前
納
報
奨
金
　
初
年
度
に
全
額
を
一
括
納
付
し

ま
す
と
約
１６
㌫
、
各
年
度
に
１
年
分
を
一
括
納
付

さ
れ
ま
す
と
約
２
㌫
が
納
付
額
か
ら
割
り
引
か
れ

ま
す
。 

下
水
道
の
接
続
工
事
は
お
早
め
に 

　
今
年
度
の
賦
課
区
域
で
は
、
す
で
に
下
水
道
が

使
用
で
き
ま
す
。
一
日
も
早
く
下
水
道
へ
の
接
続

工
事
（
排
水
設
備
工
事
）
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
こ
の
工
事
は
、
岩
倉
市
が
指
定
し
た
指

定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
下
水
道
課
計
画
管
理
係
（
☎
３
８
―

５
８
１
５
）
ま
で
。  

       

　
岩
倉
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
を
対
象
に
、

平
成
１６
年
７
月
診
療
分
か
ら
高
額
療
養
費
受
領
委

任
払
い
制
度
を
始
め
ま
す
。 

　
こ
の
制
度
は
、
医
療
機
関
の
協
力
を
得
て
行
う

も
の
で
、
高
額
療
養
費
が
発
生
す
る
場
合
、
医
療

機
関
の
窓
口
で
は
、
高
額
療
養
費
支
給
分
を
除
い

た
自
己
負
担
分
の
み
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
、
高

額
療
養
費
支
給
分
は
市
と
医
療
機
関
の
間
で
精
算

す
る
も
の
で
す
。 

●
対
象
者
　
国
民
健
康
保
険
法
第
５７
条
の
２
に
規

定
す
る
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
人 

●
申
請
方
法
　
こ
の
制
度
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
医
療
費
の
支
払
い
の
前
に
国
民
健
康
保

険
証
を
持
っ
て
、
市
民
窓
口
課
保
険
医
療
係
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
従
来
か
ら
の
高
額
療
養
費
支
払
資
金
貸

付
制
度
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。 

●
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療
係
（
☎
３
８ 

―
５
８
０
７
）
ま
で
。 

（月） 

り
約
５
㌔
㌘
の
古
紙

古
着
類
を
資
源
に
し
た
計

算
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
隣
の
犬
山

（
市
民
窓
口
課
）

公
民
館

総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
、
岩
倉
団
地
自
治
会
事
務
所
、
清
掃
事
務

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
生
活
環
境
係
（
清
掃
事

務
所
内
☎
６
６
―
５
９
１
２
）
ま
で
。  

指 名 競 争 入 札 結 果  
工　　事　　名　　等 工 事 場 所 等 契　約　業　者　名 契約金額（円） 期　　間 

（５月２０日～２７日） 

５/２５～８/２０ ２,３１０,０００ 側溝改良工事 川井町外１地内 ㈱松本工務店 

５/２５～８/６ ３,７２７,５００ 舗装修繕工事 下本町地内 栗本土木㈱ 

５/２５～８/６ ４,５１５,０００ 舗装修繕工事 曽野町外１地内 ㈱江口組 

６/１～３０ ４,３５７,５００ 中学校図書館冷暖房設備設置工事 西市町竹之宮 
２４番地外１地内 ㈱タテビシ 

６/８～８/３１ １,３６５,０００ 配水管布設工事（申込１６-２号） 野寄町地内 伊藤水道工業㈱岩倉支店 

６/１～９/２８ ２,２５７,５００ 用地測量業務 八剱町地内 ㈱石田技術コンサルタンツ 
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　自然生態園で「せみの羽化と夜の観察会」を 

行います。お気軽にご参加ください。 

　また、小学生以下の児童は親子同伴で参加してください。 

　なお、申し込みは必要ありません。 

●と　き　７月１７日（土）午後５時～ 

●ところ　自然生態園（北島町） 

●問合先　環境保全課環境啓発係（☎３８―５８０８）まで。 

自 然 生 態 園 

時
〜
３
時 

●
出
演
者
　
ワ
サ
ワ
サ
シ
ャ
ン
テ
ィ
ー
ズ
　 

、

●
対
象
　
小
・
中
学
生
、
親
子
で
の
参
加
も
可 

、

、

　
「
塩
」
は
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
と
り
す
ぎ
れ

ば
健
康
を
害
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　
「
塩
」
と
は
何
か
、
「
塩
」
の
効
用
な
ど
私
た

ち
の
生
活
と
「
塩
」
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 

●
と
き
　
７
月
２２
日
　
午
前
１０
時
〜
正
午 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
大
会
議
室 

●
講
師
　
阿
部
智
哉
さ
ん
（
　
塩
事
業
セ
ン
タ
ー
）

●
定
員
　
５０
人 

●
受
講
料
　
無
料 

●
申
込
方
法
　
商
工
農
政
課
窓
口
へ
直
接
ま
た
は
、

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

●
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光
係（
☎

３
８
―
５
８
１
２
）
ま
で
。  

       

　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
と
も
に
集
い
、
楽
し
く
交
流
す
る
「
ふ

れ
あ
い
交
流
会
」
を
開
き
ま
す
。 

　
今
回
は
「
輪
に
な
っ
て
踊
ろ
う
」
と
題
し
、
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
す
。
初
め
て
の
人
で

も
大
丈
夫
、
や
さ
し
く
指
導
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
ま
す
。
さ
あ
、
輪

に
な
っ
て
踊
り
ま
し
ょ
う
。 

　
ど
う
ぞ
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
７
月
３１
日
　
午
後
２
時
〜
４
時 

●
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ
あ
い
交
流
ホ
ー
ル 

●
内
容
　 

★
第
１
部
…
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
ダ
ン
ス
、
曲
名
「
１２
の
誕
生
日
」
ほ
か
　 

★
第
２
部
…
お
話
と
交
流
会 

●
講
師
　
千
葉
不
二
夫
さ
ん
（
日
本
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
連
盟
３
級
指
導
者
） 

●
参
加
費
　
無
料 

●
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み
ど
り
の
家 

（
☎
６
６
―
６
７
０
０
）
ま
で
。  

       

　
高
脂
血
症
と
は
、
血
液
中
に
含
ま
れ
る
脂
質
成

分
の
血
清
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
な
ど
が

標
準
以
上
に
増
加
し
た
状
態
を
い
い
ま
す
。
増
加

し
た
状
態
が
続
く
と
動
脈
硬
化
を
増
長
さ
せ
、
狭

心
症
、
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
の
誘
因
と
な
り
ま
す
。

最
近
は
大
人
だ
け
で
な
く
血
清
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

の
数
値
が
高
い
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
高
脂
血
症
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習

慣
病
を
予
防
す
る
た
め
に
、
家
族
の
食
生
活
を
見

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
　 

●
と
き
　
７
月
２８
日
　
午
前
９
時
３０
分
〜
正
午 

●
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
栄
養
指
導
室 

●
内
容
　
①
話
「
高
脂
血
症
予
防
の
た
め
の
食
生

活
」
②
調
理
実
習 

●
対
象
　
血
清
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
の

値
が
高
い
傾
向
の
人
と
そ
の
家
族
　
　
　 

●
定
員
　
２５
人
（
先
着
順
）
　 

●
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン 

●
申
込
方
法
　
７
月
２
日
　
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー

で
受
け
付
け
ま
す 

（
電
話
可
）
。  

●
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
７
―

３
５
１
１
）
ま
で
。  

       

　
夏
の
時
期
は
、
海
や
山
の
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
、
行
楽
に
向
か
う
交
通
量
が
増
加
し
、
人

々
の
夜
間
に
お
け
る
活
動
も
一
層
盛
ん
と
な
り
、

飲
酒
運
転
や
無
謀
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
が
心
配

さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
夏
を
迎
え
、
暑
さ
や
開
放
感
か
ら
注
意

力
が
散
漫
に
な
り
、
特
に
若
者
や
高
齢
者
、
子
ど

も
た
ち
の
交
通
事
故
の
危
険
性
も
高
ま
り
ま
す
。 

　
そ
こ
で
若
者
を
は
じ
め
一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安

全
運
転
の
励
行
を
呼
び
掛
け
る
と
と
も
に
、
子
ど

も
や
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
推
進
す
る
た
め
、

７
月
１０
日
か
ら
２０
日
ま
で
夏
の
交
通
安
全
県
民
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
機
会
に
交
通
事
故
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
が

今
一
度
考
え
、
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動 

●
と
き
　
７
月
１０
日
　
〜
２０
日
　 

●
重
点 

★
若
者
の
無
謀
運
転
を
な
く
そ
う 

★
高
齢
者
と
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う 

★
飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う 

（水） 

（土） 

（金） 

（火） 

（木） （土） 

（財） 

消
費
生
活
講
座 

「
塩
に
つ
い
て
学
ぼ
う
」 

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

ふ
れ
あ
い
交
流
会 

高
脂
血
症
予
防
の
栄
養
教
室 

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故 

高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル 

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動 

 

あ     

べ  

と
も   

や 

ち     

ば    

ふ      

じ

お 
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●
市
政
の
窓
●
 

　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み
ど
り
の
家
で
は
、
次
の

と
お
り
七
宝
焼
講
習
会
を
開
き
ま
す
。 

　
七
宝
焼
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
７
月
２２
日
　
、
２９
日
　
、
各
日
午
後
１

時
〜
３
時 

●
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
工
芸
体
験
室 

●
定
員
　
親
子
１５
組
（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め

切
り
ま
す
） 

●
対
象
　
七
宝
焼
に
関
心
の
あ
る
人
（
親
子
、
大

人
の
み
子
ど
も
の
み
も
可
能
。
経
験
の
有
無
は
問

い
ま
せ
ん
） 

●
参
加
費
　
毎
回
８
０
０
円
程
度
（
材
料
費
） 

●
参
加
申
込
　
材
料
な
ど
の
確
認
も
あ
り
ま
す
の

で
、
み
ど
り
の
家
へ
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み
ど
り
の
家 

（
☎
６
６
―
６
７
０
０
）
ま
で
。  

       

　
み
ど
り
の
家
で
は
、
毎
月
１
回
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
い
て
い
ま
す
。 

　
７
月
は
、
遠
く
西
ア
フ
リ
カ
の
地
で
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
的
な
太
鼓
、
ジ
ャ
ン
ベ
の

演
奏
で
す
。
　 

　
熱
く
、
心
躍
る
リ
ズ
ム
の
波
動
を
、
歌
と
ダ
ン

ス
を
交
え
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

　
入
場
は
無
料
で
す
。
ど
な
た
で
も
自
由
に
聴
け

ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
、
ご

来
場
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
７
月
１１
日
　
午
後
２
時
〜 

●
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ
あ
い
交
流
ホ
ー
ル 

●
出
演
者
　
ワ
サ
ワ
サ
シ
ャ
ン
テ
ィ
ー
ズ
　 

●
主
な
曲
　
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
な
曲
５
曲
、
歌

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲 

●
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み
ど
り
の
家 

（
☎
６
６
―
６
７
０
０
）
ま
で
。  

       

　
い
わ
く
ら
塾
で
は
、
作
法
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
坐
禅
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。 

●
と
き
　
７
月
２４
日
　
午
前
１０
時
〜
午
後
１
時 

●
と
こ
ろ
　
向
陽
寺
（
曹
洞
宗
・
北
島
町
） 

●
対
象
　
小
・
中
学
生
、
親
子
で
の
参
加
も
可 

●
内
容
　
法
話
、
坐
禅
（
ス
カ
ー
ト
不
可
）
、
文

化
財
の
紹
介
、
食
事
作
法
（
お
粥
、
漬
物
） 

●
参
加
費
　
１
人
１
０
０
円（
※
当
日
集
め
ま
す
） 

●
募
集
人
数
　
３０
人 

●
持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
お
茶
な
ど 

●
締
切
日
　
７
月
１６
日
　
（
た
だ
し
、
定
員
に
な

り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
） 

●
申
込
方
法
　
ウ
ッ
デ
ィ
和
泉
（
駅
前
通
り
☎
３

７
―
２
２
３
６
）
、
市
役
所
企
画
課
（
☎
３
８
―

５
８
０
２
）
、
向
陽
寺
（
☎
３
７
―
０
６
９
３
）

に
申
込
用
紙
が
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。  

●
主
催
　
い
わ
く
ら
塾 

●
後
援
　
岩
倉
市
、
岩
倉
市
教
育
委
員
会 

●
問
合
先
　
福
冨
（
☎
３
７
―
２
５
３
２
）
ま
た

は
、
中
村
（
☎
６
６
―
８
６
４
８
）
ま
で
。 

（土） 

（金） 

（木） 

（木） 

七
宝
焼
講
習
会 

み
ど
り
の
家 

ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

坐
禅
体
験
を
通
じ
て
自
分
を
見
つ
め 

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

「
法
話
・
坐
禅
体
験
教
室
」
を 

開
催
し
ま
す 

（日） 

【エッグアート　ポゼションズ作品展】 
●と　き　６月２８日（月）～７月４日（日） 
●問合先　大野（☎３７―１５１１）まで。  
【和紙はり絵展】 
●と　き　７月５日（月）～１０日（土） 
●問合先　神山（☎６６―０６９３）まで。  
【「花のあるまちづくりコンテスト」入選写真展】 
●と　き　７月１２日（月）～１８日（日） 
●問合先　都市計画課（☎３８―５８１４）まで。
【尾北シニアネット　デジカメ写真展】 
●と　き　７月２０日（火）～２５日（日） 
●問合先　五十嵐（☎３７―４４６５）まで。 
【戦争資料展】 
●と　き　７月３１日（土）～８月１５日（日） 
●問合先　秘書課（☎３８―５８０１）まで。  

　市役所１階には、情報サロンやミニステージ、
児童コーナー、２階には市民ギャラリーやレスト
ランなど、市民の皆さんに利用していただけるス
ペースがあります。皆さん、ぜひ、ご利用くださ
い。  
●利用時間　午前８時３０分～午後９時（第２日
曜日、祝日、年末および年始は休みです）ただし、
レストランの営業時間は、振替休日を除く月～土
曜日の午前９時～午後６時までです。 

　阪神・淡路大震災以降、地震や水害の被災地におけるボランティアの役
割が重要視されています。 
　社会福祉協議会では、災害時に活躍する防災ボランティアコーディネー
ターを養成する講座を開催します。ぜひ、受講してください。 
 
 
 
 
 

●講　師　岩倉防災ボランティアコーディネーターの会　ほか 
●受講料　無料 
●対象者　市内在住または、在勤の人（３日間とも参加できる人） 
●定　員　２０人（定員になりしだい締め切ります） 
●申込・問合先　社会福祉協議会（☎３７―３１３５）まで。 

防災ボランティアコーディネーター養成講座 

内　容 と　き ところ 
第１日 
第２日 
第３日 

講　義 
実　技 

炊き出し訓練 

７月１７日（土） 
７月３１日（土） 
８月 ７日（土） 

午前９時３０分～ 
　午後０時３０分 

ふれあいセンター 
ふれあいセンター 
岩倉中学校 
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保健師すこやか日誌 

～禁煙の輪が広がっています～ 
 　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
１４
年
度
か
ら
禁

煙
教
室
で
禁
煙
の
た
め
の
個
別
サ
ポ
ー
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
２
年
間
で
禁
煙
成
功
者
は

１１
人
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
小
さ
な
輪
で

す
が
、
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
始
ま
る
禁
煙
の
輪

を
少
し
ず
つ
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

　
禁
煙
教
室
Ｏ
Ｂ
会
で
出
さ
れ
た
禁
煙
成
功
者

の
体
験
談
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

★
あ
ん
な
に
自
分
が
吸
っ
て
い
た
の
に
、
タ
バ

コ
を
や
め
る
と
に
お
い
が
嫌
に
な
っ
た
。 

★
禁
煙
し
て
か
ら
…
咳
が
出
な
く
な
っ
た
。
気

管
支
が
楽
に
な
っ
た
。
肌
の
調
子
が
よ
く
な
っ

た
。
口
の
苦
さ
が
な
く
な
っ
た
。 

★
禁
煙
の
成
功
が
自
信
に
な
り
、
運
転
免
許
を

取
得
し
た
。 

★
保
健
セ
ン
タ
ー
の
禁
煙
教
室
が
タ
バ
コ
を
や

め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。 

★
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ

た
か
ら
や
め
る
こ
と
が
で
き
た
。 

★
タ
バ
コ
を
吸
い
た
く
な
る
こ
と
は
今
で
も
あ

る
が
、
そ
の
気
持
ち
を
抑
え
る
方
法
が
わ
か
っ

て
い
る
の
で
、
大
丈
夫
。 

★
禁
煙
は
結
局
自
分
の
意
志
が
大
切
。 

★
も
っ
と
禁
煙
教
室
の
参
加
者
が
増
え
る
と
い

い
の
に
！ 

 

　
さ
あ
、
あ
な
た
も
健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
私
た
ち
が
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
！ 

禁
煙
教
室
（
３
か
月
コ
ー
ス
） 

●
対
象
　
禁
煙
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人 

●
と
き
　
講
義
（
第
１
回
）
…
８
月
９
日
　
午

後
１
時
３０
分
〜
４
時 

※
講
義
（
第
１
回
）
の
あ
と
、
禁
煙
日
を
設
定

し
、
約
３
か
月
間
（
月
１
回
ペ
ー
ス
）
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
来
所
ま
た
は
電
話
で
個
別
に
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
ま
た
、
８
〜
１０
月
に
保
健
セ
ン
タ

ー
で
成
人
歯
科
健
康
診
査
を
受
診
し
、
１０
月
に

講
義
（
第
２
回
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

●
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

●
内
容
　
禁
煙
講
演
会
、
タ
バ
コ
検
査
（
呼
気

チ
ェ
ッ
ク
・
尿
中
ニ
コ
チ
ェ
ッ
ク
）
、
個
別
指

導 禁
煙
講
演
会 

●
テ
ー
マ
　
「
タ
バ
コ
と
健
康
」 

●
対
象
　
現
在
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
人
お
よ

び
そ
の
家
族
、
関
心
の
あ
る
人 

●
と
き
　
８
月
９
日
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時 

●
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　 

●
講
師
　
　
森
下
宗
彦
さ
ん
（
愛
知
医
科
大
学

医
学
部
医
師
） 

●
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
７

―
３
５
１
１
）
ま
で
。  

 

（月） 

（月） 

将
来
の
イ
チ
ロ
ー
、松
井
を
目
指
し
て 

 

 

　
毎
日
の
よ
う
に
プ
ロ
野
球
や
メ
ジ
ャ
ー
リ

ー
グ
の
話
題
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。
野
球

は
国
民
ス
ポ
ー
ツ
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
野
球

選
手
は
子
ど
も
た
ち
の
憧
れ
の
職
業
で
す
。

岩
倉
北
小
の
野
球
好
き
な
子
ど
も
た
ち
が
集

う
「
岩
倉
北
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
の
団

員
４３
人
は
、
将
来
の
イ
チ
ロ
ー
、
松
井
を
目

指
し
、
北
小
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
土
・
日
曜
日

の
午
前
中
に
熱
心
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

　
指
導
は
、
団
員
の
父
母
が
中
心
と
な
り
親

子
の
ふ
れ
あ
い
を
重
視
し
な
が
ら
、
Ｏ
Ｂ
コ

ー
チ
と
呼
ば
れ

る
野
球
経
験
の

豊
富
な
皆
さ
ん

の
助
言
を
い
た

だ
き
な
が
ら
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

野
球
の
み
な
ら

ず
、
団
の
約
束

と
し
て
、 

①
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
す
る 

②
友
達
と
仲
良
く
す
る 

も
り
し
た
む
ね
ひ
こ 

岩
倉
北
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 No.4
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タイの王様ラーマ九世 
岩倉市国際交流員 
ピムラ　スティショティ 
PIMRA SUTHICHOTI

①
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
す
る 

②
友
達
と
仲
良
く
す
る 

③
道
具
を
大
切
に
す
る 

④
何
事
も
積
極
的
に
や
る 

の
四
つ
を
掲
げ
、
心
身
と
も
に
成
長
す
る
よ

う
指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
練
習
の
成
果
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
大
会
に

出
場
し
、
今
年
は
、
尾
張
北
部
少
年
野
球
連

合
会
の
春
季
大
会
で
並
み
居
る
強
豪
を
相
手

に
ベ
ス
ト
４
に
進
出
し
、
ろ
う
き
ん
杯
争
奪

愛
知
県
大
会
で
は
参
加
２
０
６
チ
ー
ム
中
ベ

ス
ト
３２
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
母
親
の
会
で
あ
る
育
成
会
が
中
心

と
な
り
、
野
球
以
外
の
活
動
と
し
て
夏
の
キ

ャ
ン
プ
や
正
月
の
餅
つ
き
、
卒
団
式
な
ど
の

行
事
を
行
い
、
団
員
の
楽
し
い
思
い
出
づ
く

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
、
多
く
の
大
人
か
ら
注
が

れ
る
愛
情
の
こ
も
っ
た
応
援
に
こ
た
え
よ
う

と
ひ
た
む
き
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
勝
っ

て
流
す
嬉
し
涙
、
負
け
て
流
す
悔
し
涙
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
は
感
動
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

　
野
球
好
き
の
皆
さ
ん
、
一
度
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
の
ぞ
き
に
来
て
見
ま
せ
ん
か
。 

 

　１７８２年に作られたチャクリ王朝の９番目の王はた
くさんの人から愛されています。彼の名前はタイの言葉
でプーミポン・アドゥンヤデと言います。アメリカで生
まれて、スイスで教育をうけました。今年１２月５日に
は、７７歳の誕生日をむかえます。 
　ラーマ九世は、１９４６年以来、５０年以上もの間タ
イの王様です。１９９６年の即位５０年記念祭では王室
の豪華客船でのパレードが盛大に行われました。彼は現
在、世界でもっとも長く統治している王様です。タイは、
王国ですが、王様は政権を持っていません。タイの首相
は政治力を持っていますが、王は政治家と軍隊の間の塁
壁でもあります。王のアドバイスは、常に注意深く聞か
れます。 
　ラーマ九世はタイの人々のことを常に考えており、タ
イ社会や多くの人々から非常に愛されています。王はよく、村や町に出かけ、人々と自ら話をし、彼らの問題解決や緩
和に努めようとしています。王は、人々からとても近い存在なのです。王は、人々の生活を向上させるために、大規模
な計画を立てたりさまざまな基礎を確立したりしました。たとえば、アへン貿易にたよる高地部族たちに、アヘンに代
わる物として作物を育てるということを支援しました。５０年以上もの間、王は、即位の際に宣言した「私はシャム（タ
イ）の人々に幸せと利益を持たらすために君臨するでしょう」という言葉どおりに、人々のために常に努力しています。 
　人々は王に関して悪いことを言ったりしてはいけません。タイの人々にとっては非常に大きな問題となります。それ
はもっとも許されがたい行為なのです。国王の肖像は、紙幣やコインなどにも刻印されており、いたるところで見るこ
とができます。学校の黒板の上に女王と一緒に王の肖像をかけることは一般的です。また、切手にも王の肖像が描かれ
ています。 
 
The King of Thailand; King Rama IX.  
 
The 9th king of the Chakri Dynasty, which was created in 1782, is loved by all of his 
people. His name in Thai language is His Majesty King Bhumibol Adulyadej. Having 
been born in the United States and educated in Switzerland, the King will celebrate his 
77th birthday on December 5 of this year.   
King Rama IX has been the king of Thailand for more than 50 years, since 1946. His 
Golden Jubilee was celebrated in 1996 with elaborative Royal Barge processions. He is 
presently the longest reigning monarch in the world. Although Thailand is a kingdom, 
the King has no political power. The Prime Minister has the power while the King is 
the rampart between politicians and the army. However, his advises are always listened 
to carefully.   
King Rama IX is highly beloved by the Thai society because he always takes care of his people. He often goes up-country to visit 
remote villages and towns to talk to people, learn their problems, and try to alleviate them. He is not a King far away from his people. 
He has created a lot of foundations and done a lot of projects to improve the lives of his people. An example is a project, which aims 
at helping hill tribes to replace their reliance on opium trade with other crops. For more than 50 years, he has worked in the interest of 
his people and perfecting his oath of when he came to throne of 'We will reign with righteousness for the benefit and happiness of the 
Siamese people.'  
One should not speak in bad words about the king or one will face big problems with Thai people. It is the most unacceptable 
behavior. His face can be seen throughout the kingdom, every bank note and coin has his face printed on it. It is common to hang the 
king's, along with the queen's, picture on top of the blackboard at school. The most commonly used stamps also display his portrait. 
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●
国
民
年
金
保
険
料
の 

　
申
請
免
除
制
度 

  
　
国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
か

っ
た
り
、
失
業
や
災
害
に
遭
っ
た
り

し
て
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
、
本
人
の
申
請
に
よ
っ

て
保
険
料
を
免
除
す
る
制
度
（
全
額

免
除
・
半
額
免
除
）
が
あ
り
ま
す
。 

　
保
険
料
の
免
除
を
受
け
ず
に
、
未

納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
、

納
付
月
数
の
不
足
で
年
金
が
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
り
、
事
故
な
ど
で
障
害

が
残
っ
て
も
、
障
害
年
金
が
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
保
険
料
の
免
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ

ぞ
れ
の
前
年
の
所
得
（
１
月
分
か
ら

６
月
分
の
保
険
料
免
除
に
つ
い
て
は

前
々
年
の
所
得
）
が
い
ず
れ
も
基
準

以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。
扶

養
し
て
い
る
親
族
の
人
数
な
ど
に
よ

っ
て
基
準
が
異
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
失
業
中
の
と
き
は
前
年
の

所
得
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
料
の
免

除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

▼
保
険
料
の
追
納
と
年
金
額
　
保
険

料
の
全
額
ま
た
は
、
半
額
の
納
付
を

免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
１０

年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
追
納
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
３
年

目
以
降
に
納
め
る
場
合
に
は
、
経
過

年
数
に
応
じ
た
加
算
額
が
つ
き
ま
す

の
で
、
な
る
べ
く
早
め
に
納
め
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

　
追
納
し
な
く
て
も
、
免
除
さ
れ
た

期
間
は
、
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資

格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

老
齢
基
礎
年
金
の
額
を
計
算
す
る
際

に
、
全
額
免
除
さ
れ
た
期
間
は
年
金

額
が
３
分
の
１
と
し
て
、
半
額
免
除

さ
れ
た
期
間
は
年
金
額
が
３
分
の
２

と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。 

▼
申
請
期
間
　
随
時
、
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
免
除
が
認
め
ら
れ
る
と
申

請
し
た
月
の
前
月
分
か
ら
次
の
６
月

分
ま
で
の
保
険
料
が
免
除
に
な
り
ま

す
。 

　
引
き
続
き
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、

７
月
か
ら
８
月
末
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。 

▼
持
ち
物
　
年
金
手
帳
、
印
鑑
、
失

業
を
理
由
と
し
て
申
請
す
る
場
合
は

雇
用
保
険
の
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
ま
た
は
、
離
職
票
の
写
し
な
ど
。 

　
今
年
、
岩
倉
市
に
転
入
し
た
ば
か

り
の
人
は
、
前
年
所
得
の
状
況
が
分

か
る
書
類
（
課
税
証
明
書
、
源
泉
徴

収
票
な
ど
）
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市

民
窓
口
係
年
金
担
当
（
☎
３
８
―
５

８
０
７
） 

  

●
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
制
度 

  

　
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
制
度
は
、

前
年
度
国
民
健
康
保
険
税
課
税
世
帯

で
本
年
中
の
所
得
の
激
減
、
長
期
療

養
、
災
害
な
ど
に
よ
り
生
活
が
苦
し

く
な
り
、
保
険
税
の
納
付
が
困
難
に

な
っ
た
人
で
、
減
免
の
必
要
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
保
険
税
の
一

部
ま
た
は
、
全
部
が
減
免
さ
れ
る
制

度
で
す
。
　 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
７
）  

  

●
家
屋
を
取
り
壊
し
た
人
は

　
届
け
出
を 

  

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
、
建
っ
て
い
る
家
屋
に
対
し
課

税
さ
れ
ま
す
。 

　
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
で
、
登

記
に
よ
る
手
続
き
（
滅
失
登
記
）
が

さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
来
年
度
も

引
き
続
き
課
税
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
窓
口

に
「
申
告
書
」
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
申
告
・
問
合
先
　
税
務
課
課
税
第

２
係
（
☎
３
８
―
５
８
０
６
） 

  

●
家
屋
調
査
に
ご
協
力
を 

　 

 

　
平
成
１６
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
１７

年
１
月
１
日
ま
で
の
間
に
新
・
増
築

さ
れ
た
家
屋
に
は
、
平
成
１７
年
度
か

ら
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
（
都

市
計
画
税
は
市
街
化
区
域
の
み
）
が

課
税
さ
れ
ま
す
。 

　
市
で
は
、
固
定
資
産
税
の
基
礎
と

な
る
固
定
資
産
評
価
額
を
算
定
す
る

た
め
に
家
屋
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

調
査
の
際
に
、
「
家
屋
登
記
済
書
」

「
建
築
確
認
通
知
書
」
「
工
事
見
積

書
」
な
ど
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

増
築
な
ど
で
「
建
築
確
認
申
請
書
」

を
出
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
や
車
庫
・

物
置
を
建
築
し
基
礎
で
固
定
し
た
場

合
な
ど
の
建
物
は
、
課
税
対
象
と
な

。

１１
時
３０
分 

 

産
部
森
林
保
全
課
海
上
の
森
整
備
グ

★
大
学
院
修
士
全
科
生
…
９
月
１
日

暮らしのガイド 
問合先・岩倉市役所　　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

手続き 

 

 

所得の激減 

減免理由 減免割合 

長期療養者 

災害による損害 

固定資産税の減免 

前年度国民健康保険税が課税され、前年中の所
得が３００万円以下で、本年の所得が前年に比較
して大幅に減少する見込みの場合 

減少の程度により所得
割額および資産割額を
最高３分の２まで減免 

療養期間に到来する納
期限に係る納付額の全
部 

前年中の所得、損害の
程度により最高全額ま
で減免 

減免を受けた固定資産
税による資産割額 

前年中の所得が３００万円以下で、６か月以上療
養中または、継続して６か月以上療養を要する
場合 

災害により、自己所有の住宅または家財に、３
割以上の損害（保険金・共済金などで補てんさ
れる金額を除く）を受けた場合 

岩倉市税条例第６６条の規定により、固定資産税
の減免を受けた場合 

※減免理由が二つ以上の場合は、一つの理由を選択します。 
※就学援助、生活保護を受けることになった場合等、特に必要と認められた場合も減免が受けられます。 

７月３日（土）から８月３１日（火）（７月１９日（月）までは、土・日曜日、祝日のみ） 
まで市営大地プールが利用できます。ぜひ、ご利用ください。 
なお、この期間中、プールに臨時電話を設置します。お問い合わせなどにご利用ください。 
臨時電話番号☎３７－３８１１ 

★市営大地プールがオープン★ 

平成16年7月1日 12



除
を
受

れ

場
合
も
あ

す

 

） 

係
（
☎

）  

物
置
を
建
築

基
礎
で
固
定

た
場

合
な
ど
の
建
物
は
、
課
税
対
象
と
な

り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

一
斉
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

　
市
で
は
、
現
在
、
固
定
資
産
税
の

適
正
な
課
税
を
行
う
た
め
に
家
屋
課

税
台
帳
と
現
況
と
を
照
合
す
る
一
斉

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
の
都

合
上
、
敷
地
内
に
入
り
、
家
屋
の
現

況
を
調
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
調
査
に
伺
う
税
務
課
の
係

員
は
「
固
定
資
産
評
価
補
助
員
証
」

を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
不
審

の
場
合
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
　
　 

▼
問
合
先
　
税
務
課
課
税
第
２
係 

（
☎
３
８
―
５
８
０
６
） 

         

●
あ
ゆ
み
の
家
講
演
会 

  

　
あ
ゆ
み
の
家
で
は
、
心
身
の
発
達

に
遅
れ
や
つ
ま
づ
き
の
あ
る
子
ど
も

の
育
児
に
興
味
や
関
心
の
あ
る
人
を

対
象
に
、
講
演
会
を
行
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
７
月
１４
日
　
午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
く
す
の
き
の
家
ふ
れ
あ

い
交
流
ホ
ー
ル 

▼
演
題
　
「
こ
と
ば
を
育
て
る
」 

▼
講
師
　
国
島
典
子
さ
ん
（
こ
と
ば

の
相
談
室
ホ
ワ
イ
ト
ベ
ル
室
長
）
　 

▼
問
合
先
　
あ
ゆ
み
の
家
（
☎
６
６

―
５
９
０
１
） 

         

●
基
本
健
康
診
査
パ
ー
ト
職
員 

　
（
看
護
師
お
よ
び
事
務
員
） 

  

　
岩
倉
市
医
師
会
で
は
、
基
本
健
康

診
査
実
施
に
伴
う
看
護
師
（
有
資
格

者
）
お
よ
び
事
務
員
を
募
集
し
ま
す
。 

▼
募
集
人
数
　
看
護
師
１２
人
、
事
務

員
１５
人 

▼
勤
務
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

▼
勤
務
日
　
基
本
健
康
診
査
実
施
日

（
８
月
２３
日
か
ら
１０
月
１３
日
ま
で
の

２７
日
間
） 

▼
勤
務
時
間
　
正
午
〜
午
後
３
時 

（
受
診
人
数
に
よ
り
若
干
の
時
間
延

長
あ
り
） 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
直
接
保
健
セ

ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３

７
―
３
５
１
１
） 

  

●「
森
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
参
加
者 

  

　
愛
知
県
で
は
、
森
に
つ
い
て
学
び

森
の
手
入
れ
等
を
体
験
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。 

▼
と
き
・
内
容
　 

①
８
月
２１
日
　
森
の
観
察
と
調
査 

②
９
月
１１
日
　
森
の
学
習
と
手
入
れ

（
若
齢
ヒ
ノ
キ
林
の
除
間
伐
等
） 

③
１０
月
９
日
　
森
の
学
習
と
手
入
れ

（
ヒ
ノ
キ
と
広
葉
樹
混
交
林
） 

④
１１
月
１３
日
　
森
の
恵
み
と
工
作 

※
各
回
と
も
午
前
９
時
〜
午
後
３
時 

▼
と
こ
ろ
　
瀬
戸
市
南
東
部
「
海
上

の
森
」
内
（
海
上
の
森
入
口
駐
車
場

集
合
、
愛
知
環
状
鉄
道
山
口
駅
よ
り

徒
歩
１５
分
） 

▼
定
員
　
５０
人
（
申
込
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
） 

▼
参
加
資
格
　 

①
４
回
す
べ
て
に
参
加
で
き
る
人 

②
木
の
伐
採
（
手
鋸
）
、
運
搬
等
の

作
業
が
実
施
で
き
る
人 

▼
参
加
費
　
３
０
０
円
（
保
険
料
）

▼
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
、「
森

と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
申

込
」
と
記
載
の
う
え
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
（
グ
ル
ー
プ 

は
、
全
員
分
）
を
記
入
し
て
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

▼
申
込
締
切
日
　
７
月
２３
日
　
（
当

日
消
印
有
効
） 

▼
申
込
・
問
合
先
　
愛
知
県
農
林
水

産
部
森
林
保
全
課
海
上
の
森
整
備
グ

ル
ー
プ
（
〒
４
６
０
―
８
５
０
１
住

所
不
要
☎
０
５
２
―
９
５
４
―
６
４

５
４
　
０
５
２
―
９
５
４
―
６
９
３

８
） 

  

●
放
送
大
学
学
生 

  

　
放
送
大
学
は
、
放
送
メ
デ
ィ
ア
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
正
規
の
大
学

で
す
。
教
養
学
部
・
大
学
院
修
士
科

目
生
（
平
成
１６
年
１０
月
入
学
）
お
よ

び
大
学
院
修
士
全
科
生
（
平
成
１７
年

４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。 

★
学
部
学
生 

①
全
科
履
修
生
…
卒
業
を
目
指
す
学

生
（
４
年
以
上
在
学
し
、
所
定
の
１

２
４
単
位
以
上
修
得
す
れ
ば
学
士

（
教
養
）
の
学
位
が
得
ら
れ
ま
す
） 

②
選
科
履
修
生
…
１
年
間
在
学 

③
科
目
履
修
生
…
半
年
間
在
学 

※
①
は
１８
歳
以
上
で
高
校
卒
業
の
資

格
必
要
。
②
③
は
１５
歳
以
上
で
あ
れ

ば
だ
れ
で
も
入
学
可
。
①
②
③
は
無

試
験
で
入
学
可
。 

★
大
学
院
生 

④
修
士
全
科
生
…
２
年
以
上
在
学
し
、

「
修
士
（
学
術
）
」
の
学
位
の
取
得

を
目
指
す
学
生 

⑤
修
士
科
目
生
…
半
年
間
在
学 

※
⑤
は
１８
歳
以
上
で
あ
れ
ば
だ
れ
で

も
入
学
可
。
入
学
試
験
な
し
。 

▼
願
書
受
付
期
間 

★
教
養
学
部
・
大
学
院
修
士
科
目
生

…
８
月
３１
日
　
ま
で
。 

★
大
学
院
修
士
全
科
生
…
９
月
１
日

　
〜
１４
日
　 

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
募
集
要

項
の
請
求
が
で
き
ま
す
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

h
ttp
://w

w
w
.u
-a
ir.a
c
.jp
/h
p
 

▼
問
合
先
　
放
送
大
学
愛
知
学
習
セ

ン
タ
ー
（
中
京
大
学
内
☎
０
５
２
―

８
３
１
―
１
７
７
１
） 

         

●
教
育
相
談 

  

　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や
家
庭

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と
を

持
つ
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
７
月
１２
日
　
・
２６
日
　
午

後
１
時
〜
４
時 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指
導
教
室

お
お
く
す
相
談
室
（
中
本
町
西
出
口

１５
―
１
） 

▼
相
談
員
　
久
保
亮
さ
ん
（
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
） 

▼
そ
の
他
　
電
話
相
談
可
。
予
約
さ

れ
た
人
優
先
。 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室
（
☎
３

８
―
０
３
０
０
） 

（金） 

（火） 

（火） 

（水） 

（月） 

（月） 

（水） 

（土） （土） （土） （土） 

催し  

く   

ぼ  

ま
こ
と 

く
に
し
ま
の
り  

こ 

募集  

相 談 
その他 
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愛・地球博　ここが見どころ 
～日本ゾーン②～ 
　「日本ゾーン」には愛知県のパビリオンの他に日本
政府や名古屋市のパビリオンもあります。 
　日本政府のパビリオン「長久手日本館」は、建物全
体が繭の形をした竹かごで覆われます。これは風通しを保ったまま太陽光を遮
り、エアコンの使用量を大幅に減らす地球に優しい建築です。使用する電力は、
会場内の飲食店より出る生ゴミから発生するメタンガスを使う新しいタイプの
燃料電池、それと太陽光発電等ですべてをまかないます。パビリオン内には、
世界初の３６０度全天球型映像システムが設置され、地球上のさまざまな自然
や宇宙空間の映像を、球の内部に渡される橋から楽しむことができます。 

　名古屋市パビリオン「大地の塔」は、建物全体
が高さ約４７㍍の巨大万華鏡となります。内部で
天空を見上げるとさまざまな表情を見せる巨大な「光
の球」が浮かんでいます。パビリオンの周囲には
風の力を受けさまざまな音階・音色を奏でる「風
の音具」、壁面にはきらきらと流れ落ちる水「アク
アウォール」、これらが競演することにより、光・
風・水の自然が生む偶然のパフォーマンスアート
を感じることができるパビリオンとなります。 
　問合先　愛知県国際博推進局総務課企画・広報
グループ（☎０５２－９６２－４０２７）、ホー
ムページアドレスhttp://www.pref.aichi.jp/ex 
po/

     

　 ●
愛
知
県
介
護
支
援
専
門

　
員
実
務
研
修
受
講
試
験 

  

　
愛
知
県
で
は
、
介
護
保
険
制
度
で

重
要
な
役
割
を
担
う
専
門
職
、
介
護

支
援
専
門
員(

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー)

の
養
成
研
修
を
受
講
す
る
資
格
者
選

考
試
験
を
実
施
し
ま
す
。 

▼
試
験
日
　
１０
月
２４
日 

▼
受
験
資
格
　
次
の
２
つ
の
条
件
に

該
当
す
る
人 

①
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
各
分
野
で

合
計
５
年
以
上
（
一
部
の
対
象
者
は

１０
年
以
上
）
の
実
務
経
験
の
あ
る
人
。 

②
①
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
勤
務

地
が
愛
知
県
に
あ
る
人
ま
た
は
、
現

在
①
の
業
務
に
従
事
し
て
い
な
い
愛

知
県
内
に
住
所
の
あ
る
人 

▼
願
書
配
布
　
７
月
１
日
　
か
ら
８

月
６
日
　
ま
で
市
役
所
生
き
が
い
課
、

尾
張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
な
ど
で
配
布

し
ま
す
。 

▼
願
書
の
受
付
期
間
　
７
月
２２
日
　

か
ら
８
月
６
日
　
ま
で
郵
送
で
受
け

付
け
ま
す
（
当
日
消
印
有
効
）
。 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議

会
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講

試
験
係
（
☎
０
５
２
―
２
３
１
―
３

２
２
４
） 

  

●
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り

　
組
む
県
民
運
動（
夏
期
） 

  

　
青
少
年
が
心
身
と
も
に
明
る
く
健

や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、
子
を
持

つ
す
べ
て
の
親
の
願
い
で
す
。
し
か

し
、
社
会
を
揺
る
が
す
重
大
な
少
年

事
件
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。 

　
こ
の
た
め
、
青
少
年
が
解
放
感
等

か
ら
有
害
環
境
等
に
接
す
る
機
会
の

多
く
な
る
夏
休
み
期
間
中
を
中
心
に

７
・
８
月
を
強
調
月
間
と
定
め
「
青

少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
県
民

運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。 

　
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
が
そ
れ

ぞ
れ
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
認
識
し
、

大
人
が
率
先
し
て
規
律
あ
る
行
動
を

と
る
と
と
も
に
、
県
民
す
べ
て
が
力

を
合
わ
せ
て
非
行
防
止
機
能
の
再 

生
・
活
性
化
を
図
り
、
青
少
年
の
健

全
な
育
成
を
図
る
た
め
運
動
を
集
中

的
に
展
開
し
ま
す
。 

　
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

▼
強
調
期
間
　
７
月
１
日
　
〜
８
月

３１
日 

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
「
非
行
の
芽
　
は

や
め
に
つ
も
う
　
み
な
我
が
子
」 

▼
主
催
　
愛
知
県
、
愛
知
県
教
育
委

員
会
、
愛
知
県
警
察
本
部
、
愛
知
県

青
少
年
育
成
県
民
会
議 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
県
民
総
務
課
総

務
・
広
報
グ
ル
ー
プ（
☎
０
５
２
―
９

６
１
―
７
２
１
１
内
線
２
４
１
９
） 

 

▼
求
め
ま
す
　
子
ど
も
用
ベ
ビ
ー
ゲ

ら
ゆ
る
労
働
問
題 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
表
の
と
お
り 

 

 

（火） 

（木） 

（日） 

（木） 

（金） 

（木） 

（金） 

 

新
着
図
書
の
紹
介 

 岩
倉
市
図
書
館 

☎
３７
―
6
8
0
4

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス

★
父
８３
歳
、
ボ
ケ
か
ら
の

　
生
還 

 

樋
口
恵
子
　
著 

分
類
　
婦
人
　
４
９
３ 

                

　
障
害
を
も
つ
著
者
が
、
遠
距
離
介

護
者
と
し
て
高
知
と
東
京
を
往
復
。 

　
ぼ
け
か
け
た
老
父
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
確
実
に
つ
か
み
取
っ
た
。 

　
障
害
者
と
高
齢
者
と
家
族
、
地
域

を
つ
な
ぐ
記
録
。 

★
運
の
い
い
女
は
勘
が
い
い
！ 

 

ソ
フ
ィ
ア
遥
美
　
著 

分
類
　
婦
人
　
１
４
８ 

               

　
恋
や
仕
事
で
勝
利
す
る
の
は
ズ
バ

リ
、
勘
の
い
い
女
！ 

　
渋
谷
で
人
気
沸
騰
の
カ
リ
ス
マ
占

い
師
が
、
誰
で
も
で
き
る
勘
を
磨
い

て
幸
運
を
つ
か
む
コ
ツ
を
大
公
開
！ 

  

★
あ
な
た
な
ら
、
ど
う
す
る 大

平
光
代 

★
会
社
が
潰
れ
る
と
き
　
草
刈
克
二

★
シ
ャ
ー
プ
を
創
っ
た
男 

平
野
隆
彰 

★
札
幌
殺
人
事
件
　
　
　
内
田
康
夫 

★
悪
妻
盆
に
帰
ら
ず
　
　
　
森
真
紀 

★
間
違
え
っ
ぱ
な
し
の
ク
ル
マ
選
び 

清
水
草
一 

★
テ
ロ
リ
ス
ト
が
東
京
を
襲
う
日 

柘
植
久
慶 

歳
で、

簡

者
歳

字
－

▼
 

▲大地の塔 
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電話相談 相談場所 面接相談 
（予約制） 

南部保育園 
内子育て支 
援センター 

東部保育園 
内子育て支 
援センター 

大地町小森５ 
☎　 
３８―３９１１ 

大市場町順喜１１ 
☎　 
３８―２３８７ 

毎週月～金曜日 
午前９時～ 
　　　午後４時 

毎週月～金曜日 
午前１０時～ 
　　　午後３時 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～４時 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～３時 

①
保
健

医
療

福
祉
の
各
分
野
で

合
計
５
年
以
上
（
一
部
の
対
象
者
は

試
験
係
（
☎

２
２
４
） 

務

広
報
グ
ル

プ（
☎

６
１
―
７
２
１
１
内
線
２
４
１
９
） 

  
●
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク 

  

　
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用
品
の
有

効
利
用
と
、
む
だ
の
な
い
消
費
生
活

の
た
め
に
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

　
物
品
の
や
り
と
り
は
、
当
事
者
間

で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

登
録
物
品
（
６
月
１
日
現
在
） 

▼
譲
り
ま
す
　
木
製
ロ
フ
ト
ベ
ッ
ド
、

英
語
教
材
　
　 

▼
あ
げ
ま
す
　
洋
服
（
女
の
子
用
）、

Ｂ
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
ベ
ビ
ー
フ
ェ
ン

ス
、
マ
ス
コ
ー
ト
、
だ
っ
こ
＆
お
ん

ぶ
兼
用
キ
ャ
リ
ー
、
掃
除
機
（
ハ
ロ

ー
キ
テ
ィ
）、幼
児
用
室
内
滑
り
台
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、
三
輪
車
、
お 

ま
る
、
学
生
用
の
ス
カ
ー
ト
（
夏 

物
）
、
幼
児
用
自
転
車
、
紙
お
む
つ 

▼
求
め
ま
す
　
子
ど
も
用
ベ
ビ
ー
ゲ

ー
ト
、
介
護
用
ベ
ッ
ド
、
岩
倉
幼
稚

園
園
服
（
男
の
子
用
）
、
バ
ギ
ー
、

ベ
ビ
ー
バ
ス
、
フ
ォ
ー
マ
ル
ウ
ェ
ア

（
女
の
子
用
） 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
）  

  

●
な
ん
で
も
労
働
相
談
会 

  
　
愛
知
県
で
は
、
愛
知
労
働
局
お
よ

び
愛
知
社
会
保
険
事
務
局
と
共
催
で
、

「
な
ん
で
も
労
働
相
談
会
」
を
開
催

し
ま
す
。 

▼
と
き
　
７
月
２９
日
　
・
３０
日
　
午

前
１０
時
〜
午
後
４
時 

▼
と
こ
ろ
　
近
鉄
新
名
古
屋
ビ
ル
５

階
愛
知
障
害
者
雇
用
情
報
セ
ン
タ
ー

多
目
的
室 

▼
相
談
内
容
　
解
雇
、
賃
金
等
の
あ

ら
ゆ
る
労
働
問
題 

▼
申
込
方
法
　
来
所
、
電
話
の
い
ず

れ
で
も
受
け
付
け
ま
す
。 

★
当
日
の
専
用
電
話
…
☎
０
５
２
―

５
８
３
―
０
６
１
０ 

★
弁
護
士
相
談
（
各
日
午
後
１
時
〜

４
時
）
予
約
電
話
…
☎
０
５
２
―
９

６
２
―
８
５
９
２ 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
労
働
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
２
―
９
６
２
―
８
５
９
２
） 

  

●
子
育
て
相
談 

  

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

乳
幼
児
の
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
育
児
に
つ
い
て
相
談
す
る
人
が

い
な
い
」
「
な
か
な
か
話
さ
な
い
け

ど
、
言
葉
が
遅
れ
て
い
る
の
で
は
」 

な
ど
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
表
の
と
お
り 

 

　 ▼
問
合
先
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン 

タ
ー
（
南
部
保
育
園
内
☎
　
３
８
―

３
９
１
１
、
東
部
保
育
園
内
☎
　
３

８
―
２
３
８
７
） 

 

　 

 

●
献
血
に
ご
協
力
を 

  

　
夏
季
は
、
気
候
や
休
暇
の
関
係
で

献
血
さ
れ
る
人
が
少
な
く
、
血
液
が

不
足
が
ち
に
な
り
ま
す
。 

　
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　 

★
７
月
１１
日
　
神
野
会
館 

★
８
月
２７
日
　
岩
倉
市
役
所 

★
９
月
１２
日
　
東
町
会
館 

▼
受
付
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時
（
８
月
２７
日
は
午

後
４
時
ま
で
） 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
献
血
推
進
協
議

会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎
３
７
―

３
１
３
５
） 

 

（日） （日） （金） 

（木） 

（金） 

　
障
害
者
と
高
齢
者
と
家
族

地
域

を
つ
な
ぐ
記
録
。 

★
テ
ロ
リ
ス

が
東
京
を
襲
う
日 

柘
植
久
慶 

市 民 相 談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

お気軽にご相談ください 
 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室と
なっていますので、お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休
憩をいただきます。 
■一般相談 
　とき  月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
　午前９時～午後４時 
■女性悩みごと相談 
　７月　２日（金）午後１時～３時３０分 
■交通事故相談（予約制…定員３人） 
　７月　２日（金）午後１時～４時 
※６月２８日（月）までに予約があった場合、専門
相談員が来庁します（電話可）。 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
「こんにちはコーナー」 
　７月　４日（日）午後１時～３時 
　７月１８日（日）午後１時～３時 
■知的障害者相談 
　７月　８日（木）午後１時～４時 
■不動産相談 
　７月　８日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
　７月　９日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
　７月　９日（金）午後１時～４時 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
　７月１４日（水）午後１時～４時 
　７月２８日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）
午前９時から、市民相談室で当月分の予約を受け付
けます（先着順、電話可）。なお、７月の初回相談日
は水曜日に変更されていますので、ご注意ください。 
■登記相談 
　７月１４日（水）午後１時～４時 
■総合福祉相談 
　７月１６日（金） 
★女性悩みごと相談 
　午前１０時～午後３時３０分 
★身体障害者相談 
　午後１時～４時 
★戦傷病者・戦没者遺族相談 
　午後１時～４時 
■年金相談 
　７月２６日（月）午前１０時～午後３時 

●心の相談電話 ☎３７－７８６７ 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、
一人でくよくよしていても、何の解決にもなりませ
ん。経験豊かなボランティアが電話で相談をお受け
します。お気軽におかけください。 
　とき　毎週月曜日　午前１０時～午後４時
（祝日、振替休日を除く） 

▼
 

▼
 

み  　な  　       な     や      む     な 

 

　「音に反応しない」「名前を呼んでも振り向かない」「１歳
を過ぎてもことばが出ない」。このようなお子さんをお持ちで、
一人で悩んでいる保護者の皆さん、ご相談ください。 
★教育相談…悩みや子育てへのアドバイス、聞こえに関する簡
単な検査を行います。 
★乳幼児教室…聞こえやことばに障害のあるお子さんと保護者
を対象にした個別指導を行います（個別指導を毎週１回、２歳
児は週１回の集団指導も行っています）。 
　相談・検査・指導料　無料 
　申込方法　電話または、ファクスで予約してください。 
　問合先　愛知県一宮聾学校教育相談（一宮市大和町苅安賀字
上西之杁３０☎０５８６－４５－６０００　０５８６－４３－
４４６２） 

愛知県立一宮聾学校 教育相談・乳幼児教室 
ろう 

▼
 

▼
 

▼
 

※いずれも、祝日、振替休日を除きます。 
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大
市
場
町
の
浜
島
明
・
幸
子
さ
ん
の
長

男
直
土
く
ん
（
３
歳
）
。 

 

●
お
母
さ
ん
の
一
言 

　
今
年
、
無
事
幼
稚
園
に
入
園
し
た
直
土

く
ん
。
あ
な
た
が
生
ま
れ
た
と
き
ど
れ
だ

け
た
く
さ
ん
の
人
が
喜
ん
で
く
れ
た
か
　

　
誰
に
で
も
お
も
し
ろ
い
と
誉
め
て（
？
）

い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
大
き
な
愛
に
包

ま
れ
て
元
気
に
育
ち
感
謝
の
毎
日
で
す
。 

　
い
ー
っ
ぱ
い
の
愛
情
を
糧
に
、
自
分
ら

し
い
生
き
方
を
見
つ
け
て
く
れ
る
よ
う
に

私
た
ち
は
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

直
土 

く
ん 

な
お    

と 

は
ま
じ
ま
あ
き
ら
　
ゆ
き  

こ 

！！ 

No.49

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
仲
間
た
ち
と 

 

　
　
佐
々
木
薫
さ
ん
（
新
柳
町
） 
 

　
今
回
は
稲
葉
啓
ニ
さ
ん
の
紹
介
で
、
新
柳
町
の

佐
々
木
薫
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

　
佐
々
木
さ
ん
は
、
横
浜
市
の
出
身
。
転
勤
で
岩

倉
市
に
移
り
住
ん
で
今
年
で
８
年
に
な
り
ま
す
。

　
ご
家
族
は
、
奥
さ
ん
と
２
人
の
息
子
さ
ん
の
４

人
家
族
。
こ
の
地
方
の
印
象
は
、
「
転
入
し
て
き

た
ば
か
り
の
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
人
に
親
切
に
し

て
も
ら
え
た
。
よ
そ
か
ら
来
た
人
も
抵
抗
な
く
受

け
入
れ
て
く
れ
る
気
さ
く
な
地
域
。
た
だ
、
夏
が

蒸
し
暑
い
の
は
つ
ら
い
」
と
の
こ
と
。 

　
佐
々
木
さ
ん
は
現
在
、
子
ど
も
と
一
緒
に
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ご
自
身
は

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
経
験
が
な
か
っ
た
そ
う
で
す

が
、
今
で
は
、
こ
の
活
動
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た

仲
間
た
ち
と
一
緒
に
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
み
な
が
ら
参
加
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精

神
な
ど
を
身
に
つ
け
て
成
長
で
き
る
よ
う
年
間
計

画
を
立
て
、
月
２
回
の
ペ
ー
ス
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
桜
ま
つ
り
の
前
に
行
わ
れ
る
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
五
条
川
に
も
、
毎
年
参
加
し
て
お
り
、
大
人
た

ち
に
混
じ
り
、
ご
み
を
拾
う
か
わ
い
い
制
服
姿
は
、

参
加
者
に
お
な
じ
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
で
は
、
一
緒
に
楽
し
く
活
動
で
き
る
人

を
、
大
募
集
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

　
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
く
過
ご
せ
る
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
は
、
佐
々
木
さ
ん
に
と
っ
て
貴
重
な

時
間
。
「
今
、
周
り
の
大
切
な
仲
間
と
の
ふ
れ
あ

い
を
大
事
に
し
た
い
」
と
思
い
を
語
っ
て
み
え
ま

し
た
。 

　
紹
介
者
は
、
中
本
町
の
芝
山
涼
子
さ
ん
で
す
。 

　
次
回
は
、
芝
山
さ
ん
に
リ
レ
ー
ト
ー
ク
。 

  

さ
　  

さ
　
　
き  

か
お
る 

い
な  

ば   

け
い  

じ 

し
ば 

や
ま
り
ょ
う
こ 
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南海地震 
40％ 

東南海地震 
50％ 

東海地震 
「明日にも起こる」 

　
西
市
町
の
奥
村
隆
満
・
真
由
美
さ
ん
の

長
女
澪
ち
ゃ
ん
（
２
歳
）
と
長
男
潤
く
ん

（
２
歳
）
。 

●
お
母
さ
ん
の
一
言 

　
君
た
ち
が
マ
マ
の
お
な
か
に
や
っ
て
来

て
３
年
。
初
め
て
会
っ
た
時
は
と
て
も
小

さ
く
て
パ
パ
と
マ
マ
は
心
配
ば
か
り
し
て

い
ま
し
た
。 

　
１
歳
に
な
る
ま
で
は
、
君
た
ち
を
連
れ

て
よ
く
病
院
へ
行
き
ま
し
た
ね
。
で
も
、

保
育
園
へ
行
く
よ
う
に
な
り
、
体
も
丈
夫

で
元
気
に
な
っ
た
ね
。
パ
パ
も
マ
マ
も
忙

し
い
け
ど
宝
石
の
よ
う
な
君
た
ち
の
笑
顔

を
見
る
と
と
て
も
幸
せ
で
す
。 

澪 

ち
ゃ
ん 

潤 

く
ん 

み
お 

じ
ゅ
ん 

お
く
む
ら
た
か
み
つ
　
　  

ま      

ゆ
　
み 

東海・東南海地震はいつ起きる？
みや　  た　　　　  さと　  こ 

●あいち防災リーダー　　宮田　智子 

（右） （左） 

　
次
回
は
、
芝
山
さ
ん
に
リ
レ
ー
ト
ー
ク
。 

危惧される東海地震・南海地震・東南海地震の関連は？ 

　地震の発生は、ある程度の規則性が見られます。規則

性を示す考えとして「時間予測モデル」と呼ばれている

ものがあります。これは、次の地震までの間隔は、前の

地震の大きさに比例するとの考えです。 

　もしも、時間予測モデルが適用できるならば、将来の

南海トラフ地震の時期は、昭和の地震によって決まるこ

とになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　昭和１９年東南海地震、昭和２１年の南海地震は、安政

の地震より小さくマグニチュード８クラスの歴史的巨大地

震の中ではかなり小さなほうになります。だから、次の地

震発生までの時間が短いと考えられるのです。 

　次の南海地震・東南海地震はかなり近い時期の可能性が

あり、東海地震と一緒に南海地震、東南海地震が起きる心

配もあります。 

今後１０年以内の 
発生確率 

今後３０年以内の 
発生確率 

今後５０年以内の 
発生確率 

地震の大きさ M8.1程度 

東南海地震 

10％程度 

50％程度 

80～90％ 
程度 

M8.4程度 

10％程度 

40％程度 

80％程度 

南海地震 

東海地震・東南海地震・南海地震の 
予想震源域 

※愛知県に近い震源域は東海地震よりも東南海地震 

30年以内の発生確率 
東南海地震・南海地震の発生確率 
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　楽しみにしていたハイキングは、雨でカッパ
を着てコースを回りました。班で協力して問題
を考えたり、地図でコースをたどったりしてと
ても楽しい思い出となりました。 

３組女子 

　キャンドルサービスで火の神役の先生の話
がとてもすばらしかったです。僕はやさしい
心の火を受け継ぎました。いつまでもこの火
を大切にしていきたいです。 

４組男子 

　私は、この野外活動で心に残る思い出
がたくさんできました。楽しかったバイ
キング。６０人が１度に入っても広々と
した大浴場。部屋から見えた海の夜景は、
船のあかりが水面に反射してきらきら光
っていたのがとてもきれいでした。 

２組女子 

　
カ
レ
ー
の
隠
し
味
を
何
に
す
る
か
話
し
合
っ
て
い

る
う
ち
に
け
ん
か
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
カ

レ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
で
１
位
に
な
っ
た
時
、
手
を
と
り

あ
っ
て
喜
び
ま
し
た
。 

１
組
女
子 

 

みんなで作り上げた野外活動
　
曽
野
小
学
校
の
５
年
生
１
２
１
人
は
、
５
月
１９
・

２０
日
の
２
日
間
、
知
多
郡
美
浜
町
の
「
愛
知
県
美
浜

少
年
自
然
の
家
」
で
野
外
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。 

雨
の
中
の
ハ
イ
キ
ン
グ 

　
自
然
の
家
に
到
着
し
た
こ
ろ
か
ら
雨
が
時
折
強
く

降
り
始
め
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
「
ハ
イ
キ
ン

グ
に
行
き
た
い
！
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
受
け
、

雨
間
を
縫
っ
て
出
発
し
ま
し
た
。
途
中
、
迷
い
な
が

ら
も
力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
り
、
ど
の
班
も
無
事
に

終
着
点
の
小
野
浦
海
岸
に
到
着
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
み
ん
な
ず
ぶ
ぬ
れ
で
し
た
が
、
海
を
見
た
と

た
ん
、
波
打
ち
際
に
ま
っ
し
ぐ
ら
に
走
っ
て
い
き
、

し
ば
し
波
と
た
わ
む
れ
て
い
ま
し
た
。
学
校
に
帰
っ

て
か
ら
、
そ
こ
で
拾
っ
た
貝
殻
を
使
い
一
人
一
人
が

世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
飾
り
と
し
て
仕
上
げ
ま
し
た
。 

  

心
に
残
る
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス 

　
夜
の
楽
し
み
に
し
て
い
た
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー

で
す
が
、
あ
い
に
く
の
雨
で
体
育
館
内
で
の
キ
ャ
ン

ド
ル
サ
ー
ビ
ス
に
変
更
し
ま
し
た
。
幻
想
的
な
ろ
う

そ
く
の
火
が
と
も
る
中
で
始
ま
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
サ

ー
ビ
ス
。
子
ど
も
た
ち
も
お
ご
そ
か
な
気
持
ち
に
な

っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
は
、
日
本
福
祉
大
学

の
学
生
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
ゲ

ー
ム
や
ダ
ン
ス
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

   

み
ん
な
で
作
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス 

　
２
日
目
も
朝
か
ら
雨
で
し
た
が
、
屋
根
つ
き
の
野

外
炊
飯
場
で
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
り
ま
し
た
。
ガ

ス
で
調
理
す
る
の
と
違
い
、
火
を
お
こ
す
の
も
大
変

で
、
雨
で
湿
っ
た
ま
き
で
苦
労
し
な
が
ら
火
を
つ
け

て
調
理
を
行
い
ま
し
た
。

班
ご
と
に
考
え
た
隠
し

味
を
入
れ
て
い
よ
い
よ

「
い
た
だ
き
ま
す
！
」

そ
の
瞬
間
、
ぱ
っ
と
笑

顔
が
広
が
っ
て
、
歓
声

が
わ
き
あ
が
り
ま
し
た
。

灰
が
ち
ょ
っ
と
入
っ
た

カ
レ
ー
も
お
つ
な
も
の
。

お
い
し
い
お
い
し
い
の

大
合
唱
が
響
き
ま
し
た
。 

    

　 

　
野
外
活
動
を
終
え
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
雨
の

中
で
も
協
力
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
や
り
遂
げ
る

こ
と
が
で
き
た
満
足
感
を
感
じ
ま
し
た
。
「
雨
も
ま

た
楽
し
」
と
思
う
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
自
分
を
知

り
、
仲
間
を
知
り
、
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
、
さ
ら

に
成
長
し
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
で
き
る
２

日
間
で
し
た
。 

▲野外活動の後、子どもたちが作った新聞 

曽野小学校 
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１
組
女
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広報に掲載した写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 

　６月１日と３日、岩倉南小学校の４年生７６人が社会科

の学習の一環として小牧市野口にある小牧岩倉衛生組合環

境センターを見学しました。 

　子どもたちは環境センター職員から、どれだけのごみが

集められ、どのように処理されているのか説明を聞いた後、

ごみピット内の様子やごみの焼却で発生する熱などを利用

した発電の様子を見学し、施設の大きさや、そこで処理さ

れるごみの量の多さを実感して驚きの表情を見せていまし

た。 

　６月２日、仙奈保育園で動物ふれあい教室が開か

れ、愛知県の動物保護管理センターから犬たちが保

育園に遊びに来ました。 

　子犬たちのいる柵の中に入った子どもたちは、始

めのうち少し怖がっていましたが、人なつこい子犬

たちを抱き上げたり、えさをあげたりして楽しい時

間を過ごしました。 

　室内では、聴診器を犬の心臓にあてて心音を聞か

せ、子どもたちの心音と比べたり、動物に関するク

イズを出したりして子どもたちに命の大切さを教え

ていました。 

 

　五条川小学校が地域環境保全功労者表彰を受

賞し、６月１０日に五条川小学校長と児童会長

の橋本大佑君が石黒市長を訪れて受賞を報告し

ました。  

　この表彰は、「地域環境保全の推進のため、

多年にわたり、顕著な功績」のあった個人・団

体に環境大臣から贈られるもので、昭和５９年

以来、２０年にわたり毎年行われてきた五条川

での水生生物調査活動が認められたものです。 

　橋本君は「１年１年の積み重ねが大きな賞を

いただくことにびっくりしています。五条川の

自然を守るこの活動をこれからも続けてほし 

い」と感想を語ってくれました。 

五条川小学校が環境省から表彰 
　 

小さくても大切ないのち 
～動物ふれあい教室～ 

家から出たごみはどうなるの？ 
～南小児童が環境センターを見学～ 

ス

子

た
ち

お

そ
か
な
気
持
ち
に
な

っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
は
、
日
本
福
祉
大
学

 

　 

はしもとだいすけ 
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いわくらし

ちき
ゅうにやさしい

古紙配合率100％再生紙を使用しています この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 白色度70％ 

夕市/ＪＡ岩倉支店 

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

　５月から６月にかけて、市内全域で田植えが行われます。１０．

４９ｋ㎡と市域の狭い岩倉市。岩倉駅を中心とした地域では、住宅

やマンションが建て込んで、田んぼもほとんど見られなくなってい

ますが、曽野町や北島町、野寄町、川井町のあたりにはまとまった

広さの田地が広がっており岩倉市のもうひとつの姿を見せてくれて

います。 

　この辺りは昔、用・排水の便が悪く毎年水害に悩まされていたそ

うですが、昭和４６年から行われた土地改良工事により、現在のよ

うな区画となりました。 

　この写真を撮影した日は、田植えの終わった水面をさわやかな風

が吹き抜けて、開放感のあるすがすがしい光景を見せてくれていま

した。梅雨が明ければいよいよ夏本番。太陽の恵みを十分受けて、

秋には、黄金色に輝く稲穂の美しい景色が見られることでしょう。 

 

～川井町かいわい～ 
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★離乳食教室　★１歳6か月児健康診査 
分別収集/八剱町･井上町･神野町･石仏町 
古紙と古着の日/中本町･東町･中野町･鈴井町 

はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集/曽野町･稲荷町･大山寺町･大山寺元町･大山寺本町･五条町･大市場町 
古紙と古着の日/下本町･昭和町･旭町･栄町二丁目･新柳町 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

　休日急病診療（伊藤義巳　いとうクリニック） 
朝市/東町 

★ツベルクリン 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

★乳幼児健康相談 
★母親教室第３回 

★判定・ＢＣＧ 
はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
分別収集/東新町（岩倉団地） 

夕市/ＪＡ岩倉支店 

朝市/岩倉団地 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

※市役所市民スペースはお休みです。 
　休日急病診療（加藤芳幸　かみのクリニック） 

★風しん 
★母親教室第4回 

★3歳児健康診査　はつらつ元気くらぶ（第五児童館） 
分別収集/大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町 
古紙と古着の日/泉町・西市町・本町・宮前町・栄町一丁目 

★日本脳炎 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

	

	�

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48，298人（＋39人） 
            男性/24，083人（＋33人） 
            女性/24，215人（＋  6人） 
          世帯数/19,240世帯（＋20世帯） 
                （6月1日現在） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
万歩計貸し出し、健康チェックの日、母子健康手帳 
交付は毎週木曜日です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

救急医療情報センター 
　　�0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　�66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　�38-3119

つつじ 


